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 ④ギガビットネット PC クラスタを用いたタイルﾄﾞディスプレイ環境による 
Tele-Immersion システムとその応用研究 
    ⑤画像、ビデオおよび音声に注目したマルチメディア検索システムの構築 
    ⑥共同 Web サイトにおけるユーザ行動パターン間の相関関係分析に関する研究 
    ⑦環境情報からのユーザ状態推定システムの構築 
⑧有意位置に基づく生活行動共有サービスに関する研究 
の８つの研究課題に対し、教員個々・研究室・プロジェクトで取り組みました。 
 学部・研究科で、上記課題研究の成果として、査読あり論文が 27 件、査読あり国際会議で 87 件、査
読あり国内会議で 20 件、査読無し国内会議で 250 件の学会論文誌掲載や学会発表がありました。 
2009 年度の学生・院生による学会での登壇者、第一著者は、延べ 209 名を数え卒業生および修了生
一人当たりの発表件数は約 128％(209/163)でした。2010 年 3 月の情報処理学会全国大会において、7
件の発表が学生奨励賞を受賞しました。さらに、2 名の教員・学生が情報処理学会山下記念研究賞を受
賞しました。第 8 回情報科学技術フォーラム（FIT2009）では 15 件の発表実績を達成し、活発な研究
交流を実施することができました。また、従来から実施している企業との研究交流については、2009






学院生 6 名を派遣し、EWU からも教員 1 名来学頂く等の海外との大学間交流を促進し教育研究を活性
化させる努力をしています。 
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